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ソフトソフト事業事業 新規・拡充
サービス

　

　助成対象を、従来の「１歳から対象」を、
「生後６か月から対象」に広げます。

　国民健康保険や後期高齢者医療の健康
診査等を受診した人に、志賀・とぎスタ
ンプ会のポイントを進呈します。

　新生児の聴覚検査費用を、一人１回に
限り、５千円を上限として助成します。

　高齢者運転免許証自主返納者に対する
支援を増額します。

380
万円

90
万円

40
万円

180
万円

子ども
インフルエンザ予防接種

助成

健康ポイントの導入

新生児の
　聴覚検査を助成

運転免許証
自主返納者への支援
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おもなおもな

新年度新年度のの

　地区防災訓練実施の補助、防災講演会
の実施、避難所の環境整備を行います。

　県が生産を推奨するエアリーフローラ
の栽培に必要なパイプハウス、暖房機器
等の購入を補助します。

　三十六歌仙貝の収集体験をしてもらい、
その種類数に応じて景品を進呈します。

170170
万円万円

3030
万円万円

　このほか、すばる幼稚園の移転改

築費用の一部を助成として2,072万

円、10月から導入する指定ごみ袋

製作等の経費に360万円、一般社団

法人志賀町観光協会に運営費補助

金100万円、日本遺産を主眼とし

た文化継承事業（北前船寄港地）に

132万円などが計上されています。

地区防災訓練等の支援

1,71,73737
万円万円

三十六歌仙貝
コレクション収集事業

エアリーフローラの
           栽培を補助
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ハードハード事業事業 新規・継続
工事

　めながら実施年度の調整が図られています。

① 県営ほ場整備負担金（矢田地区）600万円

④ 農業共同利用施設改修補助金（カントリー、低温倉庫）

⑤ 排水機場設備更新負担金（米浜地内）
⑥ 高浜羽咋線の歩道整備
⑦ 福野川尻橋線の整備
⑧ 水防倉庫解体（第１水防倉庫、東旭倉庫）

１770万円
350万円

　650万円
5792万円
3069万円

１
18

19

２３

４
５ ６
７ ８

９

10 11

役場

19

⑩ 赤住大藤の池取水施設補修補助
⑪ 志加浦海岸線の拡幅

270万円
301万円

② 県営ほ場整備負担金（坪野地区）
③ 高浜羽咋線の舗装補修

１116万円
4600万円

⑨ 町道若葉台幹線道路整備 １億5000万円
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おもなおもな

新年度新年度のの
厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や重要性を見極　　

15

16
17

支所

13

12

14

⑮ 栢木地内～大福寺地内の道路新設
⑯ 県営ほ場整備負担金（鹿頭地区）
⑰ 県漁協西海支所非常用電源施設整備補助

9135万円
1100万円
3810万円

⑫ 県営ほ場整備負担金（相神地区）
⑬ 県営ほ場整備負担金（東増穂東部地区）

1000万円
1930万円

【注記】写真上に記載した事業は令和２年度の全ての事業ではありません。

18

⑱ 河川の浚渫、支障木伐採（大神宮川、酒見川）　
⑲ 急傾斜地崩壊対策負担金（福浦港地内、神代地内）

660万円
600万円

⑭ 領家コミュニティ線整備
１億430万円
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○ 

一
般
会
計
予
算
の
状
況

　

歳
入
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の

大
規
模
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定
資

産
税
を
は
じ
め
と
し
た
町
税
全
体
で
、

約
１
億
２
６
０
０
万
円
の
減
収
と
な

る
な
ど
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
陸
上
競
技
場
の
改
修

な
ど
の
大
型
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
対
前
年
度
６
億
６
０
０
０
万

円
減
の
１
１
８
億
４
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

区　　　分 新年度予算額 （参考）元・３1年度 （参考）30年度

一 般 会 計 １１８億４０００万円 １２５億　　　　　円 １２５億１０００万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２４億３１９０万円 ２３億７９５３万円 ２５億６２２３万円

後期高齢者医療 ３億３７５８万円 ３億３８２１万円 ３億４１７４万円

農 業 集 落 排 水
令和元年度から廃止され、企業会計（下水道）
に移行しております。

４億９１０４万円

公 共 下 水 道 ８億　８４３万円

地域し尿処理施設 ６４５２万円

介 護 保 険 ３０億４２７７万円 ３０億１７６５万円 ３０億２２５８万円

診 療 所 １億７８４８万円 ２億　２０７万円 １億７５１８万円

ケーブルテレビ ４億５０４２万円 ４億６３５８万円 ４億５９５６万円

企　

業　

会　

計　

水
道

収益的支出 ５億９４６０万円 ５億８３３７万円 ５億８９８４万円

資本的支出 ７億５１９５万円 ７億３４８４万円 ４億８２５８万円

下
水
道

収益的支出 １２億７５２８万円 １２億６３０８万円 ⇒ 企業会計に移行したこ
とで、減価償却費として約
８億６千万円増えました。資本的支出 １２億０９０４万円 １２億　８４６万円

病
院

収益的支出 １３億００８１万円 １２億６２４５万円 １２億７３２４万円

資本的支出 ３億８６１５万円 ２億２５５４万円 １億７７６４万円

合　　　計 ２３７億９８９８万円 ２４１億７８７８万円 ２２９億５８５８万円

【前年度から１億１千万円の減】

○ 固定資産税の予算額の推移

※下段の金額は志賀原子力発電所大規模償却資産です。

各会計予算額の年度別比較

議会だより　しか　№ 59
令和２年４月27日発行 6



区　　分 新年度予算額 前年度比 説　　　明

歳　

入　
（
財
源
）

町 税 ４３億３９０８万円 △2.8％ 町民税など皆様からいただく税金

分 担 金 等 ４億４３６４万円 △27.9％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰 入 金 ２億０５１０万円 △63.9％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地 方 交 付 税 ３１億５０００万円 10.5％ 市町村間の均衡を図るため国が交付するお金

譲与税・交付金 ６億６６２５万円 2.4％ 一定の基準にしたがって国が交付するお金

国・ 県 支 出 金 ２１億７６０３万円 △0.2％ 国や県が使用目的を特定して交付するお金

町 債 ８億５９９０万円 △26.5％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合　　　計 １１８億４０００万円

歳　

出　
（
使
い
み
ち
）

人 件 費 ２０億９４６３万円 14.4％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶 助 費 １２億２５９８万円 3.7％ 医療費や児童手当などに使うお金

公 債 費 １３億２４１２万円 △7.3％ 町の借金を返済するためのお金

物 件 費 等 ２１億１４２５万円 △10.7％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補 助 費 ２７億５４５２万円 0.1％ 補助金・助成金・負担金など

建 設 事 業 費 ８億５３７３万円 △42.5％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰 出 金 等 １４億７２７７万円 1.3％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合　　　計 １１８億４０００万円

新年度一般会計予算の内訳

新年度予算
    を分析

【財源】 【使いみち】

※各項目の説明は、上段「新年度一般会計予算の内訳」の説明欄をご参照下さい。

17.8％17.8％17.8％

「※」は自主財源（町で集めたお金） 「※」は義務的経費（任意で削れないお金）
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質
疑　
す
ば
る
幼
稚
園
が
移

転
予
定
の
地
域
の
騒
音
や
、

交
通
量
増
加
な
ど
の
影
響
を

検
討
し
て
い
る
か
。

質
疑　
奨
学
基
金
の
残
高
が

大
き
い
が
、
も
っ
と
利
用
し

て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

利
用
者
が
少
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
他
の
基
金
に
組
み
替
え

る
な
ど
、
基
金
の
活
性
化
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
利
用
者
は
年
々
減
っ

て
い
る
た
め
「
広
報
し
か
」

の
ほ
か
、
直
接
、
学
校
に
案

内
を
行
っ
て
い
る
。
基
金
の

組
み
替
え
は
、
今
後
の
利
用

状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

答
弁　
恵
寿
総
合
病
院
を
利

用
し
て
い
る
方
が
お
り
、
助

成
制
度
を
創
設
し
た
。
他
に

実
施
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、

市
民
限
定
な
ど
の
制
限
が
あ

り
利
用
で
き
な
い
。

質
疑　
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
指

定
さ
れ
る
「
エ
ア
リ
ー
フ

ロ
ー
ラ
」
を
、
一
大
産
地
化

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
県
は
「
百
万
石
の
極

み
」と
し
て
推
進
し
て
お
り
、

１
０
０
万
本
の
生
産
を
目
指

し
て
い
る
。
町
も
同
様
に
推

奨
を
考
え
て
い
る
。

エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ

一
大
産
地
化
の
考
え
は

奨
学
基
金
の

活
性
化
を
検
討
せ
よ

病
児
・
病
後
児
保
育

利
用
料
無
料
化
事
業
で

町
が
認
め
る
病
院

等
と
は
ど
こ
か
。

す
ば
る
幼
稚
園
移
転
先
の

　
　
　
　

影
響
を
検
討
し
て
い
る
か

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

予算決算常任委員会

委員会審査

当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。

答
弁　
す
ば
る
幼
稚
園
が
説

明
会
を
予
定
し
て
お
り
、
住

民
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
・

要
望
が
出
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
町
職
員
も
同
席
す
る

予
定
で
あ
る
。

「すばる幼稚園」の移転予定地

新年度
予算の審査

石川県が推奨するエアリーフローラ（県産フリージア）

議会だより　しか　№ 59
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みらいとうぶ

ロッキー志賀の郷

役場庁舎

移転予定地移転予定地



質
疑　
小
学
校
の
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

と
は
。

質
疑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
休
校
で
支
援
員
の

収
入
が
減
少
と
な
ら
な
い
か
。

　
ま
た
、
支
援
員
の
賃
金
の

減
額
補
正
の
理
由
は
何
か
。

質
疑　
来
年
度
も
、
町
立
富

来
病
院
に
自
治
医
大
か
ら
医

師
の
派
遣
は
あ
る
か
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
の
歳

入
を
増
額
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
ん
な
返
礼
品
が
人
気

を
得
て
い
る
の
か
。

答
弁　
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
こ

ろ
柿
、
甘
え
び
、
能
登
牛
の

順
で
申
し
込
み
が
多
い
。

人
気
の
返
礼
品
は

何
か

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
状
況
は

小
学
校
の
休
校

　
　
　
　
　

支
援
員
へ
の
影
響
は

来
年
度
も
医
師
の
派
遣
は
あ
る
か

答
弁　
一
人
一
台
の
端
末
を

整
備
す
る
た
め
、
各
小
学
校

に
高
速
通
信
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ

ル
を
引
き
直
す
工
事
を
行

い
、無
線
環
境
を
整
備
す
る
。

答
弁

休
校
中
、
小
学
校
で

児
童
を
預
か
る
場
合
は
支
援

員
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
賃
金
の
減
額
は
、
家
族
の

扶
養
に
入
る
等
の
自
己
希
望

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

答
弁　
令
和
２
年
度
も
派
遣

い
た
だ
け
る
。

令和元年度
補正予算の審査

区　　　分 補　正　額 予　算　額
一　  般  　会 　 計 １億２４２８万円 １３５億８６３５万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 ３５万円 ２３億９６４１万円
後 期 高 齢 者 医 療 ５３万円 ３億３９３５万円
介 護 保 険 △１６１５万円 ３０億１８７５万円
診 療 所 事 業 △６４０万円 １億９０２１万円

企 

業 

会 

計

水道
収益的収入 △１８０１万円 ６億３７４６万円
資本的収入 △８９万円 ９５９４万円
資本的支出 △５７００万円 ６億７７８４万円

下水 収益的収入 △３９８万円 １２億７４３１万円

病院

収益的収入 ８６３２万円 １４億２３７３万円
収益的支出 １１７万円 １２億７３６０万円
資本的収入 △１８６万円 １億４８９５万円
資本的支出 △５４６万円 ２億２００９万円

【別表】令和元度各会計の予算額

　歳入では、国庫補助金
などの増額を主とし、歳
出では、国の補正に伴う
学校情報通信ネットワー
ク環境施設整備事業、社
会資本整備総合交付金事
業などの追加と各事業の
精算見込みに伴う事業費
の減額補正となりました。

議会だより　しか　№ 59
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質
疑　
町
内
で
成
年
後
見
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
今
後
、
制

度
の
利
用
が
増
え
る
と
思
わ

れ
る
が
、
一
般
の
方
で
後
見

人
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
い

る
の
か
。

質
疑　
町
観
光
協
会
が
一
般

社
団
法
人
と
な
っ
た
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。
赤
字
と
な
っ
た
場

合
は
補
填
を
行
う
の
か
。

答
弁　

法
人
化
す
る
前
は
、

観
光
協
会
自
体
に
年
間
約

１
２
０
万
円
の
補
助
金
を
出

し
て
い
た
。

　
今
後
は
事
業
運
営
に
対
し

補
助
を
行
う
予
定
だ
が
、
指

定
管
理
者
と
し
て
経
営
で
き

る
よ
う
企
業
努
力
を
願
う
。

質
疑　
町
道
領
家
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
線
の
終
点
側
に
信
号

機
は
付
か
な
い
の
か
。
こ
の

道
路
は
信
号
が
無
い
こ
と
か

ら
迂
回
路
と
し
て
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
通
行
す
る
車
が
想

定
さ
れ
る
。
事
前
の
安
全
対

策
を
求
む
。

答
弁　
警
察
と
も
協
議
し
た

結
果
、
今
の
と
こ
ろ
設
置
の

予
定
は
な
い
が
、
工
事
完
了

後
に
再
度
検
討
す
る
。

領
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
線
の

安
全
対
策
を
求
む

観
光
協
会
へ
の

支
援
は
あ
る
か

成
年
後
見
制
度
の

　
　
　
　

利
用
状
況
を
聞
く

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

委員会審査

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

答
弁　
本
籍
地
に
通
知
さ
れ

る
利
用
者
は
46
人
、
う
ち
町

内
に
住
所
が
あ
る
方
は
11
人

で
あ
る
。

　
誰
が
後
見
人
な
の
か
通
知

が
な
い
た
め
、
全
体
の
把
握

は
で
き
な
い
が
、
親
族
で
後

見
人
の
方
は
い
る
。

　
そ
れ
以
外
に
司
法
書
士
や

社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
職
の

方
が
い
る
。

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
の
理
由

で
判
断
能
力
の
不
十
分

な
方
々
を
保
護
し
、
支

援
す
る
の
が
成
年
後
見

制
度
で
す
。

「法務省パンフレット」　抜粋

安全面が懸念される
　町道領家コミュニティー線出口付近

議会だより　しか　№ 59
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議会全員協議会

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
】

　

参
加
者
の
主
体
性
を
重

視
し
た
体
験
型
の
講
座
で
、

参
加
者
自
ら
が
積
極
的
な

意
見
交
換
を
行
い
、
あ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
、

合
意
形
成
を
図
る
も
の
で

す
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
】

　

意
見
交
換
や
合
意
形
成

が
円
滑
に
進
む
よ
う
か
じ

取
り
を
行
う
役
割
の
こ
と

で
す
。

研修レポート研修レポート

　

議
会
運
営
委
員
会
と
議
会

改
革
活
性
化
特
別
委
員
会
の

合
同
で
令
和
２
年
２
月
４
日

か
ら
６
日
に
か
け
て
、
京
都

府
与
謝
野
町
、
兵
庫
県
太
子

町
、
奈
良
県
斑
鳩
町
の
３
町

議
会
の
調
査
を
実
施
。

　
近
年
、「
開
か
れ
た
議
会
・

議
会
の
見
え
る
化
」と
し
て
、

各
市
町
村
議
会
で
は
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
の
議
会
運
営
及
び

議
会
改
革
の
参
考
と
す
る
た

め
、
委
員
会
に
お
け
る
会
議

の
公
開
や
議
会
報
告
会
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
、
各
種
団
体
と

の
意
見
交
換
会
、
こ
ど
も
議

会
の
開
催
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
そ
し
て
、
議
員

同
士
の
自
由
討
議
な
ど
の
実

施
状
況
を
調
査
し
た
。

　

志
賀
町
議
会
で
は
、
令
和

２
年
度
に
開
催
予
定
の
議
会

報
告
会
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
は
、
町
民
か
ら
の

意
見
や
提
言
を
よ
り
広
く
、

よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
た
め

に
、
対
話
を
重
視
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
参
加

者
同
士
の
議
論
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

町
民
と
の
意
見
交
換
の
場

と
し
て
、
充
実
し
た
も
の
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

会議の公開（常任委員会、特別委員会）が進む太子町議会

模擬報告会を繰り返し、充実
した意見交換を目指す

議会運営議会運営
議会改革活性化議会改革活性化

委員会委員会
特別委員会特別委員会 開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

開
催
に
向
け
て

開
催
に
向
け
て

議会だより　しか　№ 59
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12

議議決決結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

22 志賀町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 … 地方自治法等の一部改正
に伴い改正。

可決
賛13　反0

23 志賀町道路線の認定（町道第3078号荒屋輪島線） … ふるさと農道整備事業及び広域営農団
地農道整備事業で整備した農道を町道として認定する。

可決
賛13　反0

24 志賀町道路線の変更（町道第1083号領家コミュニティー線）… 町道第1083号領家コミュ
ニティー線の起終点を変更する。

可決
賛13　反0

25 能登リゾートエリア増穂浦の指定管理者の指定の期間の変更 … 指定管理している公益社
団法人志賀町シルバー人材センターの指定期間を１年短縮し、本年３月31日までとする。

可決
賛13　反0

26 能登リゾートエリア増穂浦の指定管理者の指定 … 能登リゾートエリア増穂浦の指定管理に、
一般社団法人志賀町観光協会を新たに指定管理者として５年間指定する。

可決
賛13　反0

27 令和２年度志賀町一般会計予算 … ６ページ参照 可決
賛12　反１

28～35 令和２年度志賀町国民健康保険特別会計ほか７会計の当初予算 … ６ページ参照 可決
賛13　反0

請願
１

選択的夫婦別姓の導入など、一日も早い民法改正を求める国への意見書採択について
の請願 … 14ページ参照

不採択
賛３　反10

発議
１ 新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書 … 14ページ参照 可決

賛13　反0

２ 心身障がい者医療費助成制度の早期創設を求める意見書 … 14ページ参照 可決
賛13　反0

３ 持続可能な医療・介護制度の確立を求める意見書 … 14ページ参照 可決
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

討論 !! 令和2年度一般会計予算について
　
中
谷
松
助
議
員

　

原
発
推
進
団
体
「
志
賀
原
子
力

発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
」

へ
の
補
助
金
は
い
か
が
な
も
の
か
。

指
定
ご
み
袋
は
輪
島
市
と
同
様
な

金
額
を
望
む
。
学
力
調
査
の
実
施

は
必
要
な
い
。

　
南 

正
紀
議
員

　

人
口
減
少
で
細
り
ゆ
く
税
収
、

町
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
北
陸
電

力
志
賀
原
子
力
発
電
所
由
来
の
財

源
が
減
収
す
る
一
方
、
高
ま
る
高

齢
化
に
よ
る
福
祉
関
係
等
の
支
出

が
増
大
す
る
と
い
っ
た
大
変
厳
し

い
状
況
下
、
実
に
綿
密
に
計
画
さ

れ
て
お
り
、
総
じ
て
町
民
が
求
め

て
い
る
事
業
内
容
で
、
無
駄
な
く

適
正
な
予
算
で
あ
る
。

賛成賛成反対反対

議会だより　しか　№ 59
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３３月月定定例例会会
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
２

専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定） … 新築家屋の実地調査中
の破損事故の損害を賠償。 報告のみ

議案
2～９

令和元年度一般会計補正予算～令和元年度町立富来病院事業会計補正予算 … ９ページ
参照

可決
賛13　反0

10

町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 … 地方自治法等の一部改正に伴い、地方公
共団体の長等の当該地方公共団体に対する損害賠償責任の損害賠償責任額から、職責その他の事
情を考慮し、条例で定める額を控除して得た額を免責する旨を定めることができるとされたこと
から、条例を制定。

可決
賛13　反0

11
志賀町印鑑条例の一部を改正する条例 … 国の印鑑登録証明事務処理要領が改正されたこと
に伴い、要件を満たした成年被後見人は印鑑の登録ができることに改められたことから、印鑑の
登録資格等に係る規定を改正。

可決
賛13　反0

12 志賀町監査委員条例の一部を改正する条例 … 地方自治法等の一部改正に伴い改正。 可決
賛13　反0

13 志賀町固定資産評価審査委員会条例及び志賀町行政不服審査条例の一部を改正する条
例 … 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴い改正。

可決
賛13　反0

14
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 … 会計年度任用職員制度が施行さ
れることに伴い、地方公務員法が一部改正され、服務の宣誓を、会計年度任用職員の任用形態や
任用手続きに応じた方法で行うことができるとされたことから改正。

可決
賛13　反0

15 志賀町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例 … 地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い改正。

可決
賛13　反0

16 志賀町保育所条例の一部を改正する条例 … 志加浦保育園を廃止するにあたり改正。 可決
賛13　反0

17 志賀町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 … 地方税法施行令等の一部を改正する
政令の公布に伴い、基礎課税額に係る課税限度額の基準を改正。

可決
賛13　反0

18
志賀町農林水産事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 … 農地中間管理事業の推進
に関する法律等の一部を改正する法律が施行され、関係政令の整備に関する政令が改正されたこ
とに伴い改正。

可決
賛13　反0

19 能登リゾートエリア増穂浦条例の一部を改正する条例 … 施設の利用料金等の改正。 可決
賛13　反0

20
志賀町営住宅管理条例等の一部を改正する条例 … 民法及び公営住宅法等の一部改正に伴
い、連帯保証人の保証限度額の設定や認知症患者等である公営住宅入居者の収入申告義務の緩和
や家賃の決定の改正。

可決
賛13　反0

21 志賀町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 … 地方自
治法等の一部改正に伴い改正。

可決
賛13　反0

議会だより　しか　№ 59
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議会議案

請　願

全会一致で可決全会一致で可決

賛成少数で不採択賛成少数で不採択

議案名 提出議員 議案の内容

新型コロナウイルス感染
症対策の強化を求める意
見書

表谷茂浩

　新型コロナウイルス感染症は、短期間のうちに急速な広がり
を見せ、国際的な脅威となっている。国民の命と健康を守るこ
とを最優先に、総合的かつ強力な対策を講じる必要があり、下
記の事項に取り組むよう強く要望する。
　１　診察・検査体制を整備すること
　２　感染者の重症化防止に取り組むこと
　３　治療法を速やかに確立すること
　４　医療物資の確保を行うこと
　５　国民の個別の不安に丁寧に対応すること
　６　一層の水際対策を徹底すること
　７　地域経済へ機動的に必要な対策を講じること
　８　地方自治体への財政支援を講ずること

心身障がい者医療費助成
制度の早期創設を求める
意見書

冨澤軒康

　心身障がい者医療費助成制度は各自治体の単独事業であるこ
とから、自治体間格差が生じている。窓口での負担のない現物
給付化の妨げである国庫負担減額調整措置を廃止し、いつでも
どこでも現物給付により助成を受けられる制度を早期に創設す
るよう強く要望する。

持続可能な医療・介護制
度の確立を求める意見書

南　政夫

　我が国は、健康寿命が世界一の長寿社会を迎えており、住み
慣れた地域で、安心して医療や介護を受けることができる社会
の実現が求められる。それには予防と健康づくりに大きな役割
を果たす地域包括ケアシステムを確立・強化、過不足のない医療・
介護を国民に提供し続けていくため医療従事者や医療機関の確
保が不可欠であり、持続可能な医療・介護制度の確立に向けて、
適切な財源を確保するよう強く要望する。

議案名 提出議員 議案の内容

選択的夫婦別姓の導入な
ど、一日も早い民法改正
を求める国への意見書採
択についての請願

中谷松助

　現行の民法では夫婦別姓での婚姻が認められないため、望ま
ぬ改姓、通称使用などによる相続などの不利益・不都合を強い
られている。2015年12月、最高裁判所は「夫婦同姓の強制は合
憲」という不当な判断を示したが、制度のあり方については国民
の判断、国会に委ねるべきだと強調しており、一日も早い国会
の対応が求められている。一日も早い民法改正で選択的夫婦別
姓の導入を求める国への意見書を採択することを求める。

議会だより　しか　№ 59
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町政町政をを問問う !う ! 一 般 質 問

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
に
お

い
て
も
、
接
続
率
が
な
か
な

か
上
が
ら
な
い
状
況
も
踏
ま

え
、今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

町
長　

水
道
事
業
は
、
現
在

の
収
支
状
況
か
ら
、
暫
く
は

良
好
な
経
営
が
で
き
る
と
見

込
む
が
、
将
来
的
に
は
、
使

用
料
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
想
定
さ
れ
る
。
今
後

も
費
用
の
削
減
に
努
め
、
使

用
料
の
引
き
上
げ
時
期
を
遅

ら
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　

下
水
道
事
業
は
、「
接
続

率
の
向
上
」が
課
題
で
あ
り
、

広
報
し
か
等
で
接
続
義
務
を

周
知
し
て
き
た
。

　

来
年
度
、
経
営
戦
略
を
策

定
し
、
施
設
の
統
廃
合
や
維

持
管
理
費
の
削
減
を
図
り
、

健
全
経
営
に
努
め
る
。

総
務
課
長　

①
設
置
し
て
い
る
。

②
考
え
て
い
な
い
。

③
外
部
か
ら
の
電
源
供
給
な

し
で
、
約
11
時
間
の
連
続
運

転
が
可
能
な
４
９
０
リ
ッ
ト

ル
の
軽
油
タ
ン
ク
を
備
え
て

い
る
。

④
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
締
結
し
て
い

る
が
、
軽
油
、
重
油
等
の
燃

料
は
締
結
し
て
お
ら
ず
、
今

後
検
討
す
る
。

⑤
地
震
対
策
と
し
て
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
、
浸
水

対
策
と
し
て
自
動
排
水
ポ

ン
プ
等
の
設
備
を
備
え
て
い

る
。

福
田　

本
町
の
上
水
道
管
路

の
総
延
長
約
３
９
２
㎞
の
う

ち
、
法
定
耐
用
年
数
の
40
年

を
経
過
し
た
管
路
が
３
割
弱

あ
り
、
県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト

３
番
目
の
老
朽
化
率
で
あ

る
。
今
後
更
新
工
事
等
に
伴

う
費
用
負
担
、
人
口
減
少
に

伴
う
収
益
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
経
営
状
況
の
見
込

み
を
問
う
。

福
田　

業
務
継
続
性
確
保
の

た
め
の
非
常
用
電
源
の
備
え

を
問
う
。

①
役
場
本
庁
舎
に
非
常
用
電

源
の
設
置
は
あ
る
か
。

②
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

の
活
用
は
検
討
し
て
い
る
か
。

③
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
地
方
公
共
団
体
の
業
務

継
続
の
手
引
き
で
「
72
時
間

は
、
外
部
か
ら
の
供
給
な
し

で
非
常
用
電
源
を
稼
動
可
能

と
す
る
措
置
が
望
ま
し
い
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
相
当
の

燃
料
備
蓄
は
あ
る
か
。

④
燃
料
販
売
事
業
者
等
と
の

優
先
供
給
の
協
定
は
あ
る
か
。

⑤
浸
水
・
地
震
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
の
か
。

水
道
及
び
下
水
道
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
見
通
し
は

健
全
経
営
に
努
め
る

町
長

大規模災害発生時の
  業務継続性は確保されているか

万全の備えを確保する 総務課長

福田　晃悦　議員

庁舎に設置の非常用電源

議会だより　しか　№ 59
令和２年４月27日発行15
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南　

全
世
界
を
震
撼
さ
せ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
罹
患
者
が
県
内
で
も
発
生

し
た
。
今
後
は
県
内
で
の
更

な
る
流
行
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
現
在
の
当
町
の
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　

窓
口
対
応
職
員
や
保

育
士
、小
中
学
校
の
教
職
員
、

病
院
関
係
者
ら
の
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
を
は
じ
め
、
急
を

要
し
な
い
町
の
会
議
は
中
止

の
検
討
や
、
不
要
不
急
の
外

出
自
粛
な
ど
を
指
示
し
て
い

る
。

　

町
民
に
は
防
災
行
政
無
線
、

町
広
報
等
で
感
染
予
防
の
注

意
喚
起
を
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
最
新
情
報
掲
載
を

行
っ
て
い
る
。
要
援
護
者
に

は
民
生
委
員
に
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

学
校
の
休
校
は
保
護
者
の

負
担
、
高
校
受
験
な
ど
を
考

慮
し
、
16
日
か
ら
休
校
と
し

た
。
近
隣
市
町
で
感
染
者
が

発
生
す
れ
ば
直
ち
に
休
校
す

る
。

　

今
後
も
、
状
況
に
応
じ
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。

南　

富
来
地
区
の
年
間
出
生

数
が
10
名
程
度
と
聞
く
。

　

今
後
、
富
来
小
学
校
は
小

規
模
校
の
強
み
を
生
か
し
た

魅
力
あ
る
小
学
校
へ
の
成
長

が
必
要
と
思
う
が
、
山
村
留

学
な
ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
統
合
志
賀
小
学
校

の
児
童
数
減
少
に
よ
る
空
き

教
室
の
利
用
計
画
を
聞
く
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
学
校
の

統
廃
合
や
校
舎
等
の
施
設
整

備
を
進
め
、
教
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
の

児
童
数
減
少
へ
の
対
応
に
、

山
村
留
学
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
様
々
な
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

空
き
教
室
は
、
富
来
小
学

校
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

し
て
再
整
備
し
、
志
賀
小
学

校
で
は
算
数
の
少
人
数
教
室

な
ど
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。
児
童
・
生
徒
の
多
彩
な

学
習
活
動
に
対
応
す
べ
く
、

工
夫
を
し
な
が
ら
、
空
き
教

室
の
有
効
活
用
を
進
め
て
い

く
。

南　　正紀　議員

新型
コロナウイルス対策を問う

状況に応じた対応を行う
町長

減
少
し
続
け
る
児
童
数

 
 

 

山
村
留
学
を
検
討
し
て
は

参
考
に
検
討
す
る

教
育
長

【
山
村
留
学
と
は
】

　
「
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村
に
、
小
中
学
生
が
一
年
間
単
位

で
移
り
住
み
、
地
元
小
中
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
積
む
」
活
動
で
す
。

 

（
参
考
）

　

導
入
都
道
府
県　

22
都
道
府
県

　
　
　

市
町
村　
　

63
市
町
村
（
受
入
れ
な
し
含
む
）

　
　
　

※
全
国
山
村
留
学
協
会
30
年
度
デ
ー
タ

一 般 質 問

少子化に対応した
　学校環境が求められる

議会だより　しか　№ 59
令和２年４月27日発行 16
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割
す
る
な
ど
平
準
化
を
図
り
、

下
水
道
施
設
は
順
次
更
新
し

て
い
く
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の

取
組
は
、
既
に
点
在
し
た
集

落
に
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
莫
大
な
投
資
が
必
要

と
見
込
ま
れ
、
馴
染
ま
な
い

と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

商
工
観
光
課
長　

中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
は
、
事
業
の

継
続
や
承
継
に
様
々
な
問
題

や
課
題
が
現
れ
て
お
り
、
商

工
会
や
金
融
機
関
、
石
川
県

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
低

利
な
制
度
融
資
も
商
工
会
や

金
融
機
関
を
通
じ
て
利
用
す

る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。

　

国
の
小
規
模
事
業
者
に
関

す
る
支
援
制
度
は
、
商
工
会

が
相
談
窓
口
を
担
っ
て
お

り
、
支
援
す
る
部
署
等
の
設

置
は
、
経
営
指
導
員
を
有
す

る
商
工
会
に
機
能
を
委
ね
、

町
と
商
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
の
中
で
、
支
援
に

あ
た
っ
て
い
く
。

林　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
、
志
賀
原
子
力
発
電

所
の
運
転
停
止
の
長
期
化
、

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
不

調
に
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口

も
減
少
し
て
い
る
。
中
小
零

細
事
業
者
の
経
営
活
性
化
の

た
め
、
事
業
者
を
支
援
す
る

部
署
の
設
置
と
支
援
員
の
配

置
を
求
め
る
。

林　

上
水
道
の
法
定
耐
用
年

数
を
こ
え
る
管
路
の
延
長
は

１
０
０
㎞
を
超
え
る
。
毎
年

の
更
新
実
績
は
３
㎞
程
度

で
、工
事
を
急
ぐ
と
と
も
に
、

工
事
事
業
者
と
連
携
を
図
り

発
注
の
平
準
化
を
図
る
べ
き

で
、
同
様
に
下
水
道
の
現
状

も
問
う
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
も
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長　

上
水
道
の
更
新
工
事

は
、
漏
水
箇
所
を
優
先
し
て

実
施
し
て
お
り
、
地
域
の
状

況
で
管
路
の
短
縮
等
、
効
率

的
な
改
修
に
努
め
て
い
る
。

　

工
事
の
発
注
は
工
区
を
分

中
小
零
細
企
業
を
支
援
す
る

 
 

 
 

 

部
署
の
設
置
を
求
む

設
置
は
考
え
て
い
な
い
商
工
観
光
課
長

上下水道施設の更新計画を問う

効率的な改修に努める 町長

林　一夫　議員

林　

旧
小
学
校
な
ど
、
不

用
と
見
込
ま
れ
る
公
的
建

築
物
の
解
体
撤
去
計
画
は
。

企
画
財
政
課
長　

公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ

り
、
国
の
補
助
制
度
等
も

活
用
し
な
が
ら
、
中
長
期

的
な
視
点
で
計
画
的
に
進

め
て
い
く
。

林　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
販
売
状
況
等
は
ど

う
か
。

企
画
財
政
課
長　

申
請
期

間
を
２
カ
月
延
長
し
た
が
、

申
請
率
は
39
％
、
販
売
額

の
合
計
は
３
，
０
６
０
万

円
で
あ
っ
た
。

毎年増える水道更新工事

議会だより　しか　№ 59
令和２年４月27日発行17
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中
谷　

祝
金
と
し
て
商
品
券

の
交
付
事
業
が
あ
る
が
、「
利

用
店
舗
の
制
約
が
あ
っ
て
、

魅
力
半
減
」
と
い
う
声
を
聞

く
。

　

利
用
取
扱
店
舗
を
広
げ
、

交
付
者
の
利
便
性
を
図
れ
ば

ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長　

各
種
事
業

で
交
付
し
て
い
る
商
品
券

は
、
志
賀
ス
タ
ン
プ
会
と
富

来
商
工
会
に
加
盟
す
る
店
舗

で
使
用
で
き
、大
型
店
等
は
、

志
賀
ス
タ
ン
プ
会
や
富
来
商

工
会
に
加
盟
す
れ
ば
取
扱
で

き
る
。
町
内
の
小
規
模
商
店

等
の
支
援
に
も
つ
な
が
り
、

町
の
経
済
の
活
性
化
を
図
る

観
点
で
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
会
員
を
募

り
、
観
光
施
設
も
加
わ
っ
て

お
り
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
環

境
整
備
と
地
域
経
済
の
振
興

に
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

中
谷　

男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
役
場

内
の
女
性
管
理
者
は
富
来
病

院
の
総
看
護
師
長
一
人
の
み

で
あ
る
。
女
性
管
理
者
の
登

用
は
、
若
者
定
住
、
な
か
で

も
若
い
女
性
の
定
住
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
確
信

す
る
が
、
女
性
管
理
者
を
意

識
的
に
登
用
し
、
女
性
活
躍

の
姿
を
可
視
化
し
て
よ
り
活

気
あ
る
役
場
に
し
て
は
ど
う

か
。

総
務
課
長　

女
性
管
理
職
は
、

２・
４
％
、
係
長
相
当
職
以

上
は
41
・
２
％
、
係
長
相
当

職
が
、
63
・
８
％
と
約
半
数

が
女
性
で
あ
る
。

　
「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」

で
、
管
理
的
地
位
の
職
員
に

占
め
る
女
性
の
割
合
の
目
標

を
10
％
と
し
て
い
る
。

　

人
事
評
価
や
自
己
申
告
書

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
女
性
職
員
の

登
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

中谷　松助　議員

お祝金等の商品券
　　利用店舗の拡大を求む

新たな利用店舗も
　　　　　増加している

商工観光課長

女
性
管
理
者
を

 
 

 
 

登
用
せ
よ

積
極
的
に
進
め
て
い
く

総
務
課
長

そ
の
他
の
質
問

中
谷　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
万
全
な
検
査

体
制
の
早
急
な
確
立
を
求

め
る
。

町
長　

検
査
体
制
の
確
立

は
国
が
定
め
た
基
本
方
針

に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

中
谷　

教
職
員
の
労
働
時

間
は
、
国
の
上
限
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
以
下
で
遵
守
さ
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
超
え
て
い
る
現
状
だ

が
、
引
き
続
き
業
務
の
削

減
や
平
準
化
等
に
取
り
組

み
、
教
員
の
働
き
方
改
革

を
さ
ら
に
進
め
る
。

中
谷　

北
陸
電
力
に
、
志

賀
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

を
決
断
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
力
を
注

ぐ
よ
う
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

原
子
力

規
制
委
員
会
に
よ
る
審
査

会
合
の
状
況
を
注
視
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

登用が伸び悩む女性管理職

一 般 質 問

議会だより　しか　№ 59
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迅
速
な
復
興
、
再
生
へ
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
よ
う
、

機
会
を
捉
え
て
要
請
し
て
い

く
。

③
原
子
力
発
電
所
の
立
地
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
共
に
、

信
頼
関
係
の
上
に
成
り
立
っ

て
お
り
、
こ
の
信
頼
を
失
墜

さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

「
役
職
定
年
制
」
の
導
入
が

予
定
さ
れ
い
る
。

　

今
後
、
地
方
公
務
員
法
の

改
正
内
容
を
踏
ま
え
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
た
年
齢
引
き

上
げ
の
取
扱
い
を
検
討
し
て

い
く
。

堂
下　

今
国
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
国
家
公
務
員
法
改
正

案
が
成
立
す
る
と
、
地
方
公

務
員
も
国
家
公
務
員
同
様
に

65
歳
定
年
に
延
び
る
見
通
し

に
な
る
。
現
在
、
再
任
用
で

も
課
長
職
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
が
、
役
職
定
年
制
の
導

入
は
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

65
歳
ま
で
管
理

職
の
ま
ま
勤
務
と
な
れ
ば
、

組
織
の
硬
直
化
が
考
え
ら
れ
、

堂
下　

①
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

配
布
は
、
原
子
力
災
害
対
策

指
針
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
町
内
全
域
で
の
事
前
配

布
の
予
定
は
あ
る
か
。

②
福
島
県
で
は
帰
還
困
難
区

域
が
解
除
さ
れ
て
も
町
民
が

帰
還
で
き
て
い
な
い
が
、
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
う
か
。

③
電
力
会
社
の
不
祥
事
は
、

由
々
し
き
問
題
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　

①
国
か
ら
は
、
長
期

間
停
止
し
て
い
る
原
子
炉
は

放
射
性
ヨ
ウ
素
が
放
出
し
な

い
た
め
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

服
用
が
必
要
な
事
態
は
生
じ

な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
事
前
配
布

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
実
施

時
期
を
含
め
、
対
象
地
域
も

県
と
慎
重
に
協
議
し
て
い
く
。

②
被
災
地
に
お
け
る
避
難
指

示
解
除
後
の
帰
還
が
進
ま
な

い
点
で
は
、
国
が
前
面
に

立
っ
て
、
除
染
を
着
実
に
実

施
し
、
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
住
環
境
等
の
整
備

が
不
可
欠
と
考
え
る
。
国
に

対
し
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

「役
職
定
年
制
」
の
導
入
は

改
正
内
容
を
踏
ま
え
検
討
す
る　
総
務
課
長

安定ヨウ素剤の事前配布は
       行わないのか

県と協議していく 町長

堂下　健一　議員

堂
下　

気
象
庁
が
地
方
気

象
台
の
夜
間
業
務
廃
止
な

ど
の
合
理
化
を
図
る
と
報

道
さ
れ
た
が
、
止
め
る
よ

う
申
し
入
れ
る
べ
き
。

環
境
安
全
課
長　

気
象
庁

で
は
、
地
域
の
気
象
防
災

に
貢
献
す
る
た
め
業
務
、

体
制
の
強
化
を
進
め
て
い

く
と
し
て
お
り
、
地
方
気

象
台
で
も
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
万
全
を
期
し
た
体
制

で
対
応
す
る
と
の
こ
と
か

ら
、
合
理
化
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
役
職
定
年
制
と
は
】

　

役
職
者
が
一
定
年
齢
に

達
し
た
ら
管
理
職
ポ
ス
ト

を
は
ず
れ
る
制
度
。
人
事

の
新
陳
代
謝
を
促
し
、
組

織
の
活
性
化
や
若
手
の
育

成
を
図
る
。
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稲
岡　

①
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

や
式
典
等
の
開
催
を
ど
う
す

る
の
か
。

②
緊
急
対
策
本
部
等
の
立
ち

上
げ
は
し
な
い
の
か
。
専
用

窓
口
等
を
設
け
、
正
確
な
情

報
の
発
信
を
行
う
べ
き
で
は
。

③
今
回
の
事
態
を
受
け
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
い

く
の
か
。

町
長　

①
学
校
行
事
等
は
、

今
後
の
感
染
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
す
る
。

②
町
内
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
緊
急
事
態
宣
言
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
速
や
か
に

対
策
本
部
を
設
置
す
る
。
専

用
窓
口
は
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
県
が
中
心
で
対
応
し
て

お
り
、
町
で
設
置
は
情
報
の

混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
考

え
て
い
な
い
。

③
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
時
に
お
け
る
事
務
事
業

継
続
計
画
」
を
策
定
し
、
継

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務
事
業
、
中
断
・
中
止
す
る

事
務
事
業
な
ど
を
規
定
し
て

お
り
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

適
切
に
対
応
す
る
。

稲
岡　

①
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
や
全
国
高

校
総
体
自
転
車
競
技
等
を
契

機
に
、
よ
り
積
極
的
に
ス

ポ
ー
ツ
の
力
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

②
金
沢
市
が
「
金
沢
文
化
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を

一
昨
年
設
立
し
、
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
文
化
や
伝
統
文
化
を

地
域
資
源
と
し
て
活
か
し
て

い
く
た
め
に
設
立
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

①
施
設
の
改
修
な

ど
、
環
境
整
備
を
進
め
て
お

り
、
施
設
を
活
用
し
た
町
民

の
健
康
づ
く
り
、
町
内
外
の

交
流
人
口
の
拡
大
を
促
進
し

て
い
る
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
共
和
国
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
の
事
前
合
宿
に
向
け

た
調
印
な
ど
、
滞
在
型
合
宿

を
積
極
的
に
誘
致
し
、
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

②
「
町
体
育
協
会
」
や
民
間

事
業
者
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
や
国
際
交
流
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
設
立
は
考
え

て
い
な
い
。

稲岡　健太郎　議員

新型　　　　
コロナウイルス対策を問う　

感染状況を注視し
　　　　適切に対応する 町長

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

 

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
せ
よ

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る教

育
長

あの質問のゆくえ

20

【
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
】

　
地
方
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業
等
が
一

体
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
せ
た
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
連
携
組
織
。

改修工事が完了した陸上競技場

一 般 質 問
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議員が行う一般質問は、まちづくりにどう生かされているのでしょうか。

追跡追跡 あのあの質問質問のゆくえのゆくえ

外出の自由が制限されることの不安から免許
証の返納をためらうことのないよう、さらな
る充実した対策を求める。

自然災害に対する防災力の更なる強化の策と
して、災害時の避難所の通信環境の整備を検
討せよ。

どこで生まれても同じように助成を受けられ
る体制づくりが必要と思うが、助成制度の導
入を進めるべきでは。

医療機関では生後６か月からワクチン接種が
可能であり、ＷＨОの奨励も、「６か月以上
から５歳未満の児童」としており、助成枠を
生後６か月からに拡充を求む。

①コミュニティバス回数券
②タクシー乗車券
③商品券
①～③から１点以上選択（15,000円分の支援）
※変更前は10,000円分の支援

集中豪雨時等の自主避難所である西山台の地
域交流センターと富来活性化センターにおけ
るWｉ－Ｆｉ環境を整備。

すべての新生児が聴覚検査を受診することがで
きるよう、一人１回に限り、５千円を上限とし
て、検査費用を助成する制度を新たに創設

子どものインフルエンザ予防接種費用の助成対
象年齢を、現行の「１歳から」を「生後６か月か
ら」に広げる。

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

どうなったどうなった

どうなったどうなった

どうなったどうなった

どうなったどうなった

運転免許証の
自主返納者に支援を

災害時の避難所
通信環境を整備せよ

新生児聴覚検査
の助成を進めるべき

子どもインフルエンザ予防接種
助成枠の拡充を

令和２年度から 令和２年度から

令和２年度に 令和２年度から

支援支援
増額増額

新たに新たに
　創設　創設

対象年齢対象年齢
広がる広がる整備整備

平成31年３月　定例会の一般質問

令和元年９月　定例会の一般質問

令和元年６月　定例会の一般質問

令和元年12月　定例会の一般質問
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冨
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軒
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櫻
井　

俊
一

６/２
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

６/９
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

６/16
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

６月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

グループ紹
介 37

2222

志加浦分団

地域にむけた防火啓発
に頑張っている団員の
皆さんを訪ね、お話を
お聞きしました。

同
志
達

同
志
達

団員一丸となり、地域の安心、安全を守ります。

地域の消火栓を点検し、有事に備える分団員

　

現
在
、
志
加
浦
地
区
の

19
名
が
所
属
し
、
20
代
か

ら
50
代
と
い
う
幅
広
い
年

代
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域

の
安
心
安
全
の
た
め
消
防

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◆◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は

メ
ン
バ
ー
構
成
は

　

毎
月
の
巡
回
、
春
秋
の

パ
レ
ー
ド
、
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
、
原
子
力
防
災
訓
練

を
行
い
、
地
域
の
防
火
啓

発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
消
火
栓
、

防
火
水
槽
の
確
認
を
行
い
、

有
事
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

連
合
訓
練
大
会
の
練
習

を
通
じ
て
団
員
そ
れ
ぞ
れ

の
操
作
を
覚
え
、
有
事
の

際
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
大
会
で
も
、
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安

心
、
安
全
を
守
る
た
め
団

員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、

団
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

◆◆
普
段
の
活
動
は

普
段
の
活
動
は

◆◆
今
後
の
目
標
は

今
後
の
目
標
は

◆◆
最
後
に
一
言

最
後
に
一
言

地
域
防
災
を
担
う

地
域
防
災
を
担
う

岡崎　勝之　分団長

志賀町消防団志賀町消防団
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